
ダイコン（高原）
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作型 夏 ○ ○
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主な作業 は 間 収

種 引 穫

ダイコン アブラナ科、原産地：中央アジア

作物名 ダイコン

Raphanus sativus L.学 名

作 型 高原

技 術 体 系

１ 作型の特徴

平坦地の栽培が高温で難しくなる時期に、高冷地

の冷涼な気候を利用して栽培する作型である。

２ 適応地域

春・秋まき栽培 標高４００ｍ以上の高原地域

夏まき栽培 標高６００ｍ以上の高原地域

３ 栽培条件

（１）温度

平均２５℃を越えると生育障害を招き、軟腐病が

多発する。生育適温は１７～２０℃である。耐寒性

は強く、葉は０℃でもほとんど被害を受けないが、

肥大した根部は凍害を受けやすい。

発芽温度は１５～３０℃、１０℃以下、４０℃以

上では発芽が阻害される。

花芽の形成は低温で誘引されるが、花芽の分化に

は適温の範囲がある。低温感応は催芽種子段階から

で、子葉展開期がもっとも敏感である。その後次第

。 、「 」に弱まる 感度は品種によって異なり みの早生

、 、での花芽分化適温は５～７℃ 上限が１２～１３℃

下限が０℃前後とされている。

（２）土壌条件

耕土の深い、膨軟な土質が適し、土壌反応はｐＨ

～ とされているが、酸性に比較的強い。5.8 6.8

また、乾燥は根の肥大を妨げ、肉質を硬化し、苦

み・辛みを生ずるなど品質が低下する。

４ 施設装備

真空播種機 洗浄機

５ 経営目標

10ha（１）収量 春・秋まき栽培 ４ｔ／

10ha夏まき栽培 ３ｔ／

600 10a（２）投下労働時間 時間／

（３）所 得 率 ４５％

ha（４）経営規模 ５

（家族労働力２人の場合）

栽 培 技 術

１ 品種と特性

（１）春まき栽培

抽だいが遅く、生育が早い品種を選択する。

「天宝」

極晩抽性の青首総太り品種で、低温時で根の伸び

が良く、寒い時期での栽培で青首が鮮明でそろいが

良くなる。

草姿はやや黄色の立性・中葉ですっきりしている

ので管理しやすい。高温期の播種では黒芯等の生理

障害が発生しやすいので、微量要素の施用、地温の

降温に注意する。
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「喜太一」

極晩抽性の青首総太り品種で、萎黄病に強く、規

格品収量が多い。ひげ根が多いので、洗浄、出荷調

整が容易。す入りは遅く、赤芯症、空洞症、内部褐

変は少ない。

（２）夏まき栽培

梅雨期から夏にかけて栽培を行うため、多湿、高

温条件に強い品種を選択する必要がある。

「夏つかさ」

耐暑性があり萎黄病、ウイルス病、生理障害に強

い。尻の肉付きがよい青首総太り品種。地上部は緑

葉で立性、端数が少ないため過繁茂にならず作りや

すい。

「夏天下」

首が淡緑色の青首総太り品種。萎黄病、ウイルス

病に耐病性を持っている。

葉は濃緑色の中葉、中長葉で立性、やや草勢は強

い。高温時の生理障害の発生は少ない。

（３）秋まき栽培

収穫期の低温による被害が発生しやすいので、耐

寒性に優れた晩抽性の品種を選択する。

「秋日和」

尻のつまりが早い総太タイプ。す入りが遅く、根

形の揃いがよい。小葉だが、太りがよく、葉付きダ

イコンにも最適。太りが早いので、施肥量は控えめ

にする。

２ 播種準備

深耕、砕土を十分行って、深く、膨軟な畑を準備

することが重要である。また、苦土欠乏やホウ素欠

乏症が出やすいので、耕起にあたっては苦土石灰を

１０ａ当たり１００Ｋｇ、ホウ砂かホウ酸を１Ｋｇ

程度施用する。

３ 施肥

施肥量 （㎏／ ａ）10

Ｎ Ｏ Ｏ 備 考P K２ ５ ２

元肥 １０ ３５ １０

追肥 ４ ０ ４

全量 １４ ３５ １４

４ 播種

真空播種機を利用して１穴２粒まきとする。

春まき栽培では、透明マルチ、ベタがけ資材を利

用する。

（１）栽植様式

①春まき栽培

畦幅１００ｃｍ 条間４０ｃｍ 株間３０ｃｍ。

２条植え

②夏・秋まき栽培

畦幅１８０ｃｍ 条間４０ｃｍ 株間３０ｃｍ。

４条植

５ 栽培管理

（１）間引き

本葉６～７枚時に、生育をあわせるため草勢の

強すぎるものや弱いものや害虫被害を受けたもの

などを間引く。

（２）追肥、土寄せ（マルチ栽培を除く）

追肥は２回分施とし、第１回目は本葉２～３枚

期、第２回目は本葉６～７枚期に間引きを行った

後土寄せと同時に行う。

６ 収穫

適期収穫とし、生育日数を目安に行う。

①春まき栽培 生育日数６０日

②夏まき栽培 生育日数５５～６０日

③秋まき栽培 生育日数６０～７０日
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